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小牧市民病院の理念
1 安全で質の高い急性期医療を行います
2 恕の心で患者さんに寄り添う病院を
　目指します
3 医療を通じて、安心して暮らせる地域の
　実現に貢献します
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特集

健康教室

各科だより

職場紹介

意見箱から

お知らせ

● 新立体駐車場（第1立体駐車場）が完成

● フットケア（足のケア）について

● 薬局

● 管財課

● トイレのハンドソープについて

● 市民病院案内図　外来案内など



特　集 【2】

新立体駐車場
（第１立体駐車場）が完成 管財課 課長　大野 竜二

特　　集

　第１立体駐車場は、２階建で屋上も含めると３層となり、合計駐車台数378台となっています。
また２階には、診療棟に近い箇所に、「思いやり駐車場」16台分を設けています。自動車で来院され
る方の利便性が大きく向上しましたのでぜひご利用ください。
　この第１立体駐車場を含め、外来者用駐車場台数の総数は、従来の約540台から約630台に増えま
した。自動車でお越しの際はぜひご利用ください。

令和３年10月に上切公園の整備工事が完了しました



特　集【3】

特　　集

敷地内駐車場全体のご案内（図をご覧ください）

病院駐車場全体の再編を順次進めています

※南ロータリーは「バス・タクシー専用駐車場」です。

①

②



健康教室 【4】

健康教室

糖
尿
病
と
は

　
糖
尿
病
は
、
体
内
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
て

高
血
糖
が
続
く
病
態
を
指
し
ま
す
。
高
血
糖
は
、

様
々
な
合
併
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
の

主
な
合
併
症
は
、
神
経
障
害
・
網
膜
症
・
腎
症
（
微

小
な
血
管
の
障
害
）
と
脳
血
管
障
害
・
心
筋
梗
塞
・

末
梢
動
脈
疾
患
（
大
血
管
の
障
害
）
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
と
足
の
関
係

　
糖
尿
病
は
、「
足
の
病
気
と
ど
の
よ
う
に
関
係

す
る
の
？
」
と
不
思
議
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

神
経
障
害
は
、
足
の
裏
の
痛
み
や
熱
さ
な
ど
の
感

覚
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
足
の
傷
（
靴

擦
れ
や
タ
コ
、
や
け
ど
な
ど
）
は
、
気
付
か
な
い

う
ち
に
酷
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
自
律
神

経
の
障
害
は
、
皮
膚
が
乾
燥
し
ひ
び
割
れ
な
ど
に

繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
末
梢
動
脈
疾
患
は
、

動
脈
硬
化
が
進
む
こ
と
で
足
の
血
液
の
流
れ
を
悪

く
し
ま
す
。
そ
し
て
酸
素
や
栄
養
素
は
、
足
の
先

ま
で
十
分
に
行
き
渡
ら
ず
、
傷
の
治
り
に
影
響
し

た
り
、
傷
口
か
ら
バ
イ
菌
が
入
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
血
糖
値
は

高
値
が
続
く
と
免
疫
機

能
の
働
き
が
低
下
し
て

感
染
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
糖
尿
病
の
合
併
症

は
、「
足
の
病
気
」
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
発
見
や
ケ
ア
は
、
遅
れ
る

こ
と
で
病
状
が
急
速
に
進
行
し
ま
す
。
最
悪
の
場

合
は
、
足
の
切
断
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
（
足
の
ケ
ア
）
と
は

　「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
と
は
、
糖
尿
病
の
合
併
症
に

よ
る
足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
、足
の
健
康
維
持
・

改
善
の
た
め
の
ケ
ア
を
指
し
ま
す
。
医
療
者
が
行

う
ケ
ア
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
番
大

事
な
こ
と
は
患
者
さ
ん
自
身
が
足
を
守
っ
て
い
く

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

自
宅
で
出
来
る
フ
ッ
ト
ケ
ア

１
．
毎
日
足
を
見
て
・
触
っ
て
み
ま
し
ょ
う

　
毎
日
足
を
見
て
い
ま
す
か
？
　
足
の
皮
膚
が
乾

燥
し
て
ひ
び
割
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
傷
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
皮
膚
や
爪
に
水
虫
は
無
い
か

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
観
察
は
、
足
の
ト
ラ

ブ
ル
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
足
の
裏
は
見
え
に

く
い
で
す
ね
。
鏡
を

使
っ
た
り
、
実
際
に
手

で
触
っ
て
み
る
な
ど
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
足
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

　
足
の
指
は
１
本
１
本
丁
寧
に
、
指
の
間
も
よ
く

洗
い
ま
し
ょ
う
。
石
鹸
の
使
い
方
は
、
良
く
泡
立

て
て
優
し
く
洗
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
洗
っ

た
後
は
、
水
分
を
し
っ
か
り
と
拭
き
取
り
ま
し
ょ

う
。

　
足
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
毎
日
の
取
り
組
み
で
防
ぐ

こ
と
が
出
来
ま
す
。
毎
日
続
け
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
変
で
根
気
が
い
り
ま
す
が
、
自
分
の
足
で
歩

い
て
い
く
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
当
院
は
、
毎
週
金
曜
日
に
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
を

行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
は
、
糖
尿
病

で
足
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
困
り
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
日
々
の
お
手
入
れ
方
法
を
一
緒
に
考
え
実
施

で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
外
来
の
ご

利
用
は
、
主
治
医
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

フットケア（足のケア）について
～あなたの大切な足を守るために～ フットケア外来 看護師 山本洋一郎

フットケア外来の診察室



各科だより【5】

各科だより

　
当
院
で
は
２
０
２
１
年
３
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
開
始
か
ら
薬
剤
師
が
ワ
ク
チ
ン
の
管

理
・
調
製
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
医
師
は
問
診
、

看
護
師
は
接
種
に
専
念
す
る
考
え
か
ら
こ
の
よ
う

な
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
管
理

　
当
院
で
管
理
し
て
い
る
の
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ

ク
チ
ン
で
す
。
一
般
的
な
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
極
め

て
不
安
定
な
の
で
、
超
低
温
冷
凍
庫
（
マ
イ
ナ
ス

60
〜
マ
イ
ナ
ス
90
℃
）
で
保
管
し
ま
す
（
図
１
）。

　
薬
剤
師
が
常
時
勤
務
す
る
場
所
に
設
置
し
て
お

り
、
毎
日
温
度
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
非
常
用

電
源
に
接
続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
万
が
一
に
停
電

と
な
っ
た
場
合
に
も
対
応
が
可
能
で
す
。
国
か
ら

小
牧
市
へ
届
い
た
ワ
ク
チ
ン
の
多
く
は
、
一
旦
当

院
に
納
品
さ
れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、
各

医
療
施
設
へ
配
送
さ
れ
ま
す
。

調
製

　
接
種
会
場
の
調
製
ス
ペ
ー
ス
で
、
環
境
を
清
潔

に
し
た
上
で
開
始
し
ま
す
。

　
調
製
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

　
①
超
低
温
冷
凍
庫
か
ら
冷
蔵
庫
（
２
〜
８
℃
）

に
移
し
解
凍
　
②
冷
蔵
庫
か
ら
室
温
に
戻
す
　
③

ワ
ク
チ
ン
の
瓶
を
上
下
に
ゆ
っ
く
り
と
転
倒
混
和

す
る
　
④
生
理
食
塩
液
を
1.8
㎖
注
入
し
ゆ
っ
く
り

と
転
倒
混
和
す
る
　
⑤
接
種
量
の
0.3
㎖
を
６
人
分

吸
引
す
る
（
図
２
）

　
本
ワ
ク
チ
ン
は
、
脂
質
の
微
小
球
で
出
来
て
い

る
た
め
非
常
に
壊
れ
や
す
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
瓶
に

衝
撃
を
与
え
た
り
、
激
し
く
振
っ
た
り
す
る
と
、

微
小
球
が
破
壊
さ
れ
効
果
が
弱
ま
り
ま
す
。

　
当
院
薬
剤
師
は
普
段
よ
り
抗
が
ん
剤
の
調
製
や

注
射
剤
の
無
菌
調
製
で
注
射
器
の
扱
い
に
は
慣
れ

て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
１
瓶
か
ら
６
人
分
を
吸
引
す

る
の
に
約
５
分
で
完
了
で
き
る
た
め
作
り
置
き
は

せ
ず
、
可
能
な
限
り
接
種
直
前
に
調
製
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
ワ
ク
チ
ン
の
吸
引
は
0.3
㎖
以
上
を
吸
引

し
、
余
分
な
液
は
針
先
か
ら
捨
て
る
の
で
、
１
瓶

か
ら
５
〜
６
人
分
が
吸
引
さ
れ
ま
す
が
、
我
々
は

陰
圧
操
作
と
呼
ば
れ
る
余
分
な
液
を
捨
て
な
い
手

技
で
調
製
す
る
た
め
１
瓶
か
ら
６
〜
７
人
分
を
吸

引
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
全
体
制

　
調
製
時
の
希
釈
量
ミ
ス
、
不
適
切
な
保
管
管
理
、

異
物
混
入
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

同
じ
ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
薬
剤
師
間
で
情
報

共
有
や
報
告
の
徹
底
を
行
い
、
調
製
は
二
人
で
異

物
の
有
無
、
希
釈
量
と
吸
引
量
の
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。
接
種
開
始
か
ら
約
二
万
人
分
の
ワ
ク
チ

ン
を
調
製
し
ま
し
た
が
、
調
製
ミ
ス
は
こ
れ
ま
で

一
件
も
起
こ
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
皆
様
が
安
心

し
て
接
種
で
き
る
体
制
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

薬　局

（写真２　バーコード読取機器）

ワ
ク
チ
ン
管
理

調
製

安
全
体
制

図１　当院の超低温冷凍庫

図２　ワクチン吸引の様子



　
管
財
課
は
、
病
院
総
務
課
の
業
務
の
一
部
と
新

病
院
建
設
推
進
室
の
業
務
を
引
き
継
い
で
、
平
成

31
年
４
月
に
発
足
し
た
課
で
、「
契
約
係
」
と
「
施

設
係
」
の
２
係
で
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
管
財
課
の
業
務
】

　
事
務
分
掌
に
よ
る
主
な
業
務
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

契
約
係

⑴ 

医
療
用
器
械
器
具
及
び
診
療
用
材
料
の
購
入
及

び
修
繕
に
関
す
る
こ
と
。

⑵ 

医
薬
品
の
購
入
に
関
す
る
こ
と
。

⑶ 

物
品
の
購
入
、出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

⑷ 

不
用
品
の
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

⑸ 

そ
の
他
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

　
契
約
係
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
連
し
て
「
購

入
等
物
品
機
種
選
定
委
員
会
」「
物
品
購
入
等
業

者
指
名
審
査
会
」「
診
療
材
料
委
員
会
」
な
ど
を

所
管
し
て
お
り
、
医
療
用
器
械
器
具
及
び
診
療
材

料
の
適
正
な
数
量
や
安
価
で
の
購
入
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
特
に
診
療
材
料
は
、
期
限
切
れ
や
開
封
後
の
汚

染
な
ど
に
よ
る
損
失
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
診
療

材
料
や
薬
剤
の
破
棄
・
破
損
に
気
を
つ
け
て
も
ら

う
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
年
２
回
診
療
材

料
や
消
耗
品
の
棚
卸
し
を
行
い
、
多
数
の
物
品
の

適
正
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
係

⑴ 

病
院
施
設
の
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

⑵ 

駐
車
場
及
び
宿
舎
の
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る

こ
と
。

⑶ 

病
院
建
設
に
関
す
る
こ
と
。

⑷ 

そ
の
他
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

　
施
設
係
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
建
物
本
体
に

限
ら
ず
駐
車
場
も
含
め
て
、
施
設
の
維
持
、
管
理
、

修
繕
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
病
院
建
設
事
業
の
一
環
と
し
て
進
め

ら
れ
て
き
た
新
立
体
駐
車
場
（
第
１
立
体
駐
車
場
）

も
、
主
に
施
設
係
が
担
当
し
て
き
た
も
の
で
す
。

令
和
３
年
９
月
に
３
７
８
台
駐
車
可
能
の
立
体
駐

車
場
と
し
て
利
用
が
開
始
さ
れ
、
自
動
車
で
来
院

さ
れ
る
方
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
新
立
体
駐
車
場
の
１
階
に
は
約
１
７
０
台
分
の

駐
輪
場
が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
施
設
係
で
は
、
設
備
運
転
・
整
備
・

清
掃
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
業
務
員
は
、
平
常
時
は
電
気
設
備
や

水
道
設
備
な
ど
の
運
転
操
作
や
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル

の
対
応
、
交
通
整
理
・
建
物
内
外
の
清
掃
な
ど
も

担
当
し
、
患
者
さ
ん
や
職
員
が
快
適
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
病
院
に
お
け
る
火
災
や
盗
難
な
ど
の

予
防
、
不
審
者
が
侵
入
し
た
際
の
排
除
、
災
害
時

に
お
け
る
防
災
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
確
保

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
な
ど
、
病
院
全
体

を
守
る
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

職場紹介 【6】

職場紹介
管財課　課長　大 野 竜 二



意見箱から【7】

意見箱から
当院では、意見箱を設置し、来院者の方からのご意見、ご要望に対して
できる限りお応えできるよう努めています。そこで、お寄せいただいた
ご意見、ご要望の一部を紹介させていただきます。

・「恕の心」を持って、謙虚、感謝の念を忘れずに、プライマリ・ケアの診療が出来る医療人を育成します。

⑴医療の本質の「仁」と「尽」を理解し、人格のかん養に努め、患者・家族中心の医療を実践します。
⑵チーム医療の重要性を理解し、他者からの意見を真摯に受け入れた医療を実践します。
⑶常に最先端の医学的知識の習得を心掛け、最善の医療の提供に努めます。
⑷地域医療に参画し、全人的医療を実践します。

臨床研修理念

臨床研修の基本方針

《いただいたご意見》

小牧市民病院の基本方針
◎ 医療の質の向上
職員は自らの専門性を高めるとともに、職種間のコミュニケーションを良好にし、患者さんを
中心としたチーム医療を推進することで、安全で質の高い医療を追求します。

◎ 患者本位の医療の実践
「恕」の心で患者さんの視点に立った思いやりのある医療を行います。

◎ 医療人の育成
将来にわたり地域医療に貢献できる優れた医療人を育成するとともに、働きやすい職場環境
づくりに努めます。

◎ 地域社会への貢献
地域完結型医療の充実に向けて、地域の医療機関との役割分担・連携をさらに密にしつつ、
地域の医療水準の向上につなげることにより、地域社会のニーズに応えられる医療体制を確
立します。

◎ 経営の健全化
医療情勢の変化に対応するとともに、自院の強みである高次医療を積極的に展開することに
より、安定した経営基盤の確立を目指します。

《ご意見に対するお答え》
　この度は、貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。
　当院のトイレではプッシュ式のハンドソープを用意しております。手で触れる箇所が不
潔と感じるかもしれませんが、ハンドソープで手洗いをしていただくことで、清潔を保つ
ことができると考えております。また、院内に手指消毒液を設置しておりますので、ご利
用ください。今後も手洗いや手指消毒を実施していただき、感染防止にご協力をお願いし
ます。

管　財　課

　トイレのハンドソープ、手で触れないと出せない。不潔な感じが
する。非接触型にできないか。



1時間まで無料
1時間を超え8時間まで100円
8時間を超え24時間まで1,000円
以降24時間を超えるごとに1,000円加算

■有料駐車場料金

〈診療受付時間〉
　午前8時30分～午前11時30分
〈診療時間〉
　午前9時～午後5時
〈休診日〉
　土曜・日曜・祝日・年末年始
　※急患の方は、救命救急センターで随時診療
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東出入口

市民病院案内図

外来案内

立体駐車場へ


